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身体の具合がデザインを気づかせる

　
武 蔵 野 美 術 大 学  造 形 文 化 ・ 美 学 美 術 史  教 授  柏 木  博

わたしたちは好みのデザインの生活用品を選択し、それぞれが快適と感じる生活空間の中で生活している。しかし、ちょっ
としたきっかけで、それまでの快適な空間が暮らしづらいものになったり、道具を変えることで快適な生活ができるようにな
ることがある。今回は、近代デザインを通して近代社会と人々の意識や思考、感覚を分析することを研究テーマとしている武
蔵野武術大学の柏木博教授に、障害者や高齢者など社会的弱者のためのデザインという概念について寄稿をお願いした。

ふり返ってみると、身体の具合が悪いときに、その
悪い部位の存在を強く意識するようだ。そして、それ
を補うような身の動きをする。たとえば、だいぶ以前
のことだけれど、左の手首に異様な激痛が走り、腕時
計すら着けられなくなってしまったことがある。整形
外科に行ったら、石灰の沈着が原因だとのことだった。
その時、いままで意識したこともない、患部の左手首
のでっぱり（尺骨茎状突起）の存在を強く感じた。そ
して、時計を右の手首に着けた。すると、左手で時計
の装着をしなければならず、これが、右利きのわたし
にとって思いのほか難儀だということに気づく。身体
に不具合が生じたときに、わたしたちは身体の機能性
に気づくことになる。

左利きの人たちが、右利き用につくられた道具に違
和感を持っているのではないかということに、気づく
のも、こうした状態になったときなのかもしれない。

道具の使いにくさや、環境への違和感を感じるのは、
わたしたちの身体や気分が萎えて、弱くなっていると
きだ。自身の健康状態が低下したときにしか気づかな
いかもしれないが、実のところ、そうした事態の中で
気づかれた問題が、デザインの本質的な問題のひとつ
だといえるだろう。

このことは、デザインがもたらす心地良さといった
ことにかかわっている。使い心地の良い家具、着心地
の良い衣服、住み心地のよい住まい、読み心地の良い
書物などといったことだ。その心地良いデザインを丁
寧に実現していくためには、強者の視点をいったん捨
ててみる必要がありそうなのだ。わたしたちの身体や
気分の力が低下しているときにこそ、センサーとして
の身体が道具や環境の不具合に気づくからである。

●デザインが与える影響

生活環境のデザインが、わたしたちに与える影響は
少なくない。手短なところでいえば、家具や部屋（室
内）のデザインは、わたしたちの生活に大きくかかわっ

ている。
わ た し の 個

人的経験だが、
２ ０ ０ ３ 年、
間 伐 材 で、 養
護 学 校 の 生 徒
の た め の 学 習
机 と 椅 子（ デ
ザ イ ン は 丸 谷
芳正）を開発し

た。それは、いわゆるバリアフリーとか、一時話題と
なったユニバーサル・デザインなどの手法では対応で
きない児童にむけたものだった。目を近づけないと文
字を読むことのできない極度の弱視の児童や、机から
鉛筆が転げ落ちたときに、それを拾うことのできない
児童のための机といった、きわめて深刻な障害を持つ
児童のためのデザインだった。

障害者や高齢者のためのバリアフリーという考え方
もあるが、しかし、それ以前に、部屋のデザインその
ものが、複
雑な影響を
わたしたち
に与えてい
るように思
える。

た と え
ば、 画 家
の ヴ ァ ン・
ゴッホは晩
年 に サ ン・
レミの病院
ですごして
いる。ゴッ
ホは、その
病 室 の 風 景

弱視児童のための机

ゴッホ、サン・レミの光景


